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 鈴木英之氏の論文は、南北朝期から室町期に活躍した、浄土宗第七祖として位置づけられる、了誉聖冏(1341
～1420)の学問と思想についての研究である。聖冏の著作は数多いが、特に神道関係論著における理論を中心
に、日本思想史上における特色と意義を明らかにしている。 
 聖冏の活躍時期において、浄土宗は附庸宗と評され、独立した宗派としての地位を確立していなかった。
聖冏は、その教学の正当性を理論的に確立すべく、多くの文献を渉猟した。その学問は、真言・天台・唯
識・倶舎・禅など仏教諸宗派の教理ばかりでなく、神道や在地の諸信仰、儒教・和歌の文献にまで及んで
いる。これらはみな浄土宗の地位向上という問題意識により研究されたものではあろうが、神道関係の著
作は特に異彩を放っている。本研究においては、聖冏の神道理論闡明を主体としつつ、太子信仰や漢籍の
受容など、関連する諸問題についても幅広く検討を試みている。 
 
以下、構成に従って、概観したい。 
 まず、第Ⅰ部「初期の著作に見る学問と思想」では、聖冏の初期の著作に注目する。 
第一章「聖冏の神道論概観」では、聖冏神道論の概要と、聖冏が神道研究に傾倒した理由を考察し、研
究史を概観する。 
第二章「『鹿島問答』における本地垂迹説」では、『鹿島問答』を精確に読み込むことにより、聖冏の
神の位置付けづけが、浄土教学から離れたものではないことを論証する。 
第三章「『鹿島問答』における聖徳太子─本尊にまつわる問答から─」では、聖冏の聖徳太子信仰につ
いて考察する。当時常陸の真宗門徒が本尊として祀ることもあったのに対し、聖冏はそれを認めない。し
かし、太子を救世観音の垂迹とは認めており、理論的に在地の信仰と折り合いをつけていたことを論証す
る。 
第四章「伝聖徳太子述作『説法明眼論』の性格と流布─中世太子信仰の一齣─」では、鎌倉中期に聖徳
太子に仮託撰述された『説法明眼論』について考察する。本書は、法要の次第に従って諸宗派の教理を十
五品に分けて論じたものであるが、従来等閑視されてきた偽書の中世における意義を明らかにしたものと
して評価できるとする。 
第五章「「聖冏教学における聖徳太子─『説法明眼論』の受容をめぐって─」は、聖冏が聖徳太子撰述
と信じた『説法明眼論』の受容が、他の偽書とともに、聖冏の浄土教理論構築に大きな役割を果たしたこ
とを論証している。 
第六章「聖冏の漢籍受容─中世浄土宗における孝道の位置づけ─」では、漢籍の受容と儒教の位置づけ、
とくに孝道の位置付けを論じつつ、聖冏の学問のあり方について闡明している。 
 
 第Ⅱ部「晩年の著作に見る学問と思想」では、初期と全く異なった性格・方向性を持つ、晩年の神道理
論著作群を分析する。 
第一章「晩年の神道関係著作について」では、晩年の神道関係著作における神道論の背景を、神道灌頂
による伝授を中心に検討する。 
第二章「『麗気記』所収「神体図」の受容と展開 ─聖冏・良遍著作の検討から─」では、同時代に活躍
した天台僧良遍の『麗気記』神体図註釈と比較検討し、聖冏の対照的な解釈を浮き彫りにする。 
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第三章「『麗気記私鈔』『麗気記神図画私鈔』の考察─聖冏の神道図像学─」では、『麗気記私鈔』『麗
気記神図画私鈔』における神体図に関する註釈について考察を加え、神体図解釈が高度な思想的営為であ
ることを明らかにする。 
第四章「『麗気記拾遺鈔』における神体─教相判釈される神々─」では、阿弥陀仏と神との完全な同体
を説く『麗気記拾遺鈔』の神道論について検討し、聖冏の浄土教論理の中で、神道論がひとつの完成形態
に達したことを論証する。 
 
 資料編においては、筑波大学蔵『麗気記私鈔』『麗気記神図画私鈔』と、金沢文庫蔵『説法明眼論』を
翻刻し、精確なテキストを学界に提供している。 
 
 従来、中世の神道理論研究は、密教の影響が色濃い両部神道論を中心に展開してきたが、鈴木氏は浄土
宗僧侶聖冏の特異な神道論に着目し、初期の思想と晩年の作品群に分けて、犀利な分析を行った。その結
果、第Ⅰ部においては、『鹿島問答』の分析から在地信仰に対する浄土宗の現実的な対応を、さらには聖徳太子
仮託の『説法明眼論』や漢籍の受容の諸相を明らかにした。第Ⅱ部では、聖冏が晩年に傾注した難解な『麗気記』
や『日本書紀』の註解を、中世の神道理論（両部神道）の流れの中に位置づけ、「神体図」などの図像分析から、高
度な思想的営為を読み取れることを証明した。資料編の翻刻も含め、独創的な研究として高く評価されるべき内容
である。さらには、浄土宗学の研究の中で看過されてきた聖冏の神道関係著作を、再評価するきっかけとなり得るも
のである。 
 しかし、これまで少数の研究者のみしか議論に参加してこなかった分野であるため、文献自体の基礎的
研究に時間を費やさねばならず、特に晩年の神道関係著作については、なお未解明の部分が多い。さらに
は、大きく中世思想全体の中で、聖冏をどのように評価するかの課題もある。本研究では論究されること
が少なかった、浄土教理論への研究の深化も必要であろう。今後さらに、仏教学や図像学への理解を深め
つつ、より高い次元で研究を展開させることを期待したい。 
 以上本論文は、聖冏の神道理論についての多面的な視野による研究であり、博士（文学）の学位を授ける
に充分な研究成果と評価される。 
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